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◎ 情報教育部門

１ 事業及び内容

（１）研究委員会等の開催

① 第１回 令和５年 ６月１２日（月） １５：００～１６：３０ 場所：天草教育会館

・研究委員連絡先等の確認 ・年間事業計画立案 ・今後の郡市、県大会の予定等

② 第２回 令和５年１１月 ６日（月） １４：００～１６：３０ 場所：天草教育会館

・情報教育部門研修会計画立案 ・開催案内等の確認

（２）情報教育部門研修会

① 期 日 令和５年１２月２５日（月） １４：００～１６：００

② 会 場 天草市立有明小学校 ３年１組教室（初級編）、６年１組教室（中級編）

③ 日 程

・開会 ・主催者あいさつ、講師紹介等 ・研修 ・閉会

④ 研修内容及び講師

〇初級編 研修Ⅰ マイクロソフトのシステムについて…楠浦小 坂本 成志朗 教諭

研修Ⅱ Teams の共同編集について …本渡北小 坂瀬 敬士 教諭

研修Ⅲ 授業で活用できるサイト等について…本渡東中 立石 貴一 教諭

〇中級編 研修 Google の活用について… ICT サポートスクウェア 平川 和寛 氏

２ 成果と課題

（１）本年度の反省から

・情報教育部門研修会について

研究委員会において、昨年度の反省や各校の ICT 活用状況等をふまえ、先生方の知識・
技能の向上につながる研修ができないか話し合いました。研修内容の企画にあたっては、

各市町ごとに ICT 環境が異なる中で難しさがありましたが、初級編と中級編を設け、先生
方にできるだけ端末機器にふれてもらうように計画しました。初級編では、３名の研究委

員の先生に講師をお願いし、基本的な内容をはじめ、Teams を用いた共同編集等についての
演習や授業で活用できるサイト紹介等を行いました。また、中級編では、ICT サポートスク
ウェアより平川氏を講師にお招きし、Google についての活用法等の研修を行いました。参
加者アンケートの回答の中には、「何となく理解できていた知識を改めて確かなものにでき

てよかった。」「やりながら身に付けることの大切さを学んだ。実際に体験しながらだった

のでとても分かりやすかった。」「授業に使える便利サイトや知らなかった活用方法につい

て詳しく知ることができた。実際に演習したのでわかりやすかった。」といった意見が多く

寄せられ、有益な研修会であったのではないかと思います。

（２）次年度への志向

・研修会の内容について

１人１台端末が整備され、多くの学校で日常的な活用が定着してきました。先生方と子ど

も達が試行錯誤を繰り返し、授業が変わってきた学校・学級もみられています。子ども達が、

これからの社会を生きていく力を身に付けるための授業改善が進んでいますが、今後、デジ

タル教科書の活用やデジタル教材の充実、学力調査の CBT 化など、１人１台端末の環境が
前提となった取組が増加してくると思います。そのためにも、指導者が研修を積む必要があ

ります。先生方も端末からクラウドにアクセスして、ICT の便利さを自覚することが大切で
あり、そのことが結果的に「子供たちの学びを支える授業をどのようにつくっていけばよい

か」というアイデアにつながっていくと思います。文部科学省の「StuDX Style」という HP
等には数多くの事例が掲載されていますが、先生方がまずは「やってみる」ことが大切だと

思います。そのような点からも、情報教育部門としては、先生方がじっくりと端末にふれた

り、慣れたりすることができるような研修の場を設けていければと思っています。
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※参加された先生方の HP掲載許可は取っておりません。

【 研修会の様子（初級編） 】

【 研修会の様子（中級編） 】


